
 「海洋」掲載希望記事と写真 

 

題名・・・・「あれから 50 年！ 練習船を語る会」 

 

数年前、横浜マリンクラブ（横浜支部のある海洋会館３F）で飲んでいた時の会話、「東

京商船、神戸商船それぞれ同期会は毎年の様にやっているが、練習船で同じ釜の飯を食っ

たのに両大学合同の集まりはないね～。そういえば、お世話になった練習船の士官の方々

ともその後お会いする機会がない。それなら、デッキ・エンジン・遠航でどの船に乗った

か等を問わず、両大学同期と訓練所士官の方々と練習船を語り飲む会を実施したらどう

か・・・。やろう、やろう！」・・と意見が一致したものの実行に至らずに月日が流れた。  

今年 2017 年は、東京商船 15 回生、神戸商船 12 期生にとっては、卒業即ち遠洋航海から

50 年の節目の年である。そこに、遠洋航海で乗った初代帆船日本丸が、国の重要文化財に

決まるという喜ばしい出来事が巡って来た。この機会を逃しては・・というので 

『8 月 20 日（日）総帆展帆中の帆船日本丸の第一教室 13 時 30～14 時 30 集合「肩振り」 

14 時 45 分：帆船日本丸横にて参加者全員の記念写真撮影その後桜木町駅近くで懇親会』の 

案内をしたところ、当時の航海訓練所関係では荒川博船長はじめ 9 名の方々、東京商船 15

回生 6 名、神戸商船 12 期生 7 名、計 22 名が集合、大変有意義な一時を過ごすことが出来

た。特にアルコールが入った懇親会は大いに盛り上がり、「他の期ではやっていない恐らく

初めての企画では？50 年前の遠洋航海以来の再会は実に愉快。次回是非富山の初代海王丸

見学を兼ねて集まりたい。ついては、海王丸乗船者が企画実行との成案を得た」後散会し

た。更に有志 10 人程はカラオケに興じ、50 年振りの再会を楽しんだのであった。 

                             （角田昌男 TN-15） 

 

 

参加者名（敬称略：順不同 ＊世話役） 

  航海訓練所：荒川博、大谷浩二、松原昭一、日下治夫、南雲洋一 

        塩崎雅敏 木村正次、望月二朗、＊安田岩男 

 

  神戸 12 期生：冨久尾義孝、大西典一、松村圭造、日高憲昭、川瀬正彦、 

向井友一、＊高石勝 

  東京 15 回生：山本勝、福井高明、神谷洋一郎、内田正伸、藤崎晃、＊角田昌男 

 

 

 

 

 


